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分野１ 産業・雇用・観光・移住定住 

この分野の施策体系 

基本施策１ 元気な農林水産業の育成 

１ 担い手の育成・確保を行い“新しい農業”を創出します 

２ 農林水産資源の保全を図ります 

３ 農林水産資源を活かした魅力の発信を進めます

基本施策２ 中小企業等の競争力強化と企業立地の推進 

１ ビジネスチャンスを創出します 

２ 地域企業の活動を支援します 

３ 企業誘致を推進します 

４ 地場産業の振興を図ります

基本施策３ 産業を担う人材の育成・就労の支援 

１ 求職者等就労支援体制を構築します 

２ 創業・起業を支援します 

３ 若者・女性の就労を支援します 

４ 障がい者・高齢者の就労を支援します

基本施策４ 交流人口の拡大と商業・サービス業の活性化 

１ 観光・交流を推進します 

２ まちのにぎわいづくりを推進します 

３ やる気ある個店を支援します

基本施策５ ブランド力の強化とシティプロモーションの推進 

１ 情報発信力とブランド力の強化を図ります 

２ イメージキャラクターの活用を促進します

基本施策６ 移住・定住の推進 

１ 移住・定住を支援します 

２ ＵＩＪターン就職を促進します
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現状と課題 

■担い手農業者の経営安定を図るため、さらなる農地の集積や生産基盤の整備などを推進していま

す。 

■中小企業の経営安定化や競争力の強化のため、新たな取組みや事業承継を促進しています。 

■多様な業種・業態の企業誘致により、若い世代が働くことができる場所を確保することが重要で

す。 

■本市と多様な形で継続的に関わる「関係人口」に着目し、拡大に向けた取組みを推進することが課

題となっています。 

■市民意識調査では、本市に愛着や親しみを感じている割合が増加傾向にありますが、引き続き、誇

りと愛着の醸成を図る取組みを推進することが大切です。 

この分野の方向性 

多様な業種・業態の企業誘致の推進や、既存産業の経営安定化を図ることにより、性別や年齢に関

わらず、多くの方が安心して働くことができる環境を整備するとともに、本市が持つ価値ある素材（歴

史・文化・スポーツなど）を発信することで、にぎわいづくりと本市への移住定住や関係人口の拡大

を図ります。 

この分野の指標・目標値 

分野１の指標・目標値は以下のとおりです。 

指標名 
現状 

(R2) 

目標値 

(R8) 
指標の定義 

新規就農者数 5 人 20 人 

農業委員会調査による 45 歳未満の新規

就農者 

【R4 から R8までの累計】 

新たな企業立地件数 7 件 20 件 

1,000 ㎡以上の立地件数（太陽光発電事業

を除く） 

【R4 から R8までの累計】 

新規雇用者数 381 人 1,800 人 

市独自調査による市内企業の新規雇用者

数 

【R4 から R8までの累計】 

観光交流客数 集計中 400 万人 
市内イベント・各観光関連施設などへの

入込み人数／年 

転入者数 
15 人 

転入超過 
調整中 

年度ごとの転入者の超過人数の累計 

【R4 から R8までの累計】 

関係人口 45,575 人 105,000 人 
ふるさと納税の延べ寄附人数及び SNS（ライン、イン

スタグラム、ユーチューブ、ツイッター、フェイスブ

ック）延べ登録者数 

JR 磐田駅北口広場の 

イベント日数 
96 日 110 日 

JR 磐田駅北口広場のイベント貸出日数／

年 
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分野１ 産業・雇用・観光・移住定住 

基本施策 

１ 元気な農林水産業の育成 

基本施策の方向 

担い手の育成や経営の安定化を図るため、農地の有効活用や生産基盤の整備を推進するととも

に、農産物や産地の認知度を高め、販路を広げる取組みを推進します。

施策と主な取組み 

１ 担い手の育成・確保を行い“新しい農業”を創出します 

本市の農業を支える人材の育成・確保を図るため、新規就農者の育成や特産品(海老芋)承継事業

の実施などにより、新たな担い手の確保を推進します。 

また、本市の“ものづくり”企業や静岡県立農林環境専門職大学等との連携を推進し、様々な農

業課題を解決する新たな取組みを支援します。 

【主な取組み】 

■新規就農者の育成や特産品(海老芋)承継事業の推進などによる担い手の確保 

■茶生産者の経営安定化に対する支援 

■農工連携などによる新たな基幹産業等の創出を目指す「未来の農業」連携懇話会の推進 

２ 農林水産資源の保全を図ります 

土地改良施設の整備や長寿命化など農業生産基盤の整備を推進し、生産性の向上を図ります。 

また、耕作放棄地の増加抑制や地域の担い手への農地集積を進め、農業の効率化を図ります。 

【主な取組み】 

■担い手農業者の生産基盤となる農地の確保及び農地集積の推進 

■耕作放棄地解消への支援及び抑止対策の促進 

■土地改良施設の整備・長寿命化の推進 

３ 農林水産資源を活かした魅力の発信を進めます 

特産品や産地の認知度を高めるため、ふるさと納税制度の活用や優れた地域資源を活用した地

産外商の取組みなどを推進し、販路の開拓・拡大を支援します。 

【主な取組み】 

■農産物や産地の認知度を高め、販路を広げる地産外商の取組みの推進 

■ふるさと納税制度の活用などによる温室メロンや茶、シラスなど農林水産資源のＰＲ 
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このページは白紙です 
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分野１ 産業・雇用・観光・移住定住 

基本施策 

２ 中小企業等の競争力強化と企業立地の推進 

基本施策の方向 

新製品開発、販路開拓やＤＸなど、地域企業の取組みを支援するとともに、新たな産業の創出

や多様な業種の企業誘致を推進します。

施策と主な取組み 

１ ビジネスチャンスを創出します 

中小企業の経営力を強化するため、デジタルを活用した生産性の向上などの課題に対する専門

家派遣や、新たな製品・サービスの開発や販路開拓への取組みを支援します。 

また、輸送機器製造業に次ぐ、新たな基幹産業の創出や、市内外の企業間連携など、新たなビジ

ネスの展開を支援します。 

【主な取組み】 

■新製品の開発や販路開拓への支援 

■中小企業等への専門的コーディネーターの派遣 

■企業間交流の機会提供による、新分野進出、産業創出の促進 

２ 地域企業の活動を支援します 

企業訪問や関係機関との連携などにより市内企業のニーズや実態を把握し、情報提供をはじめ、

地域の企業活動への支援を積極的に行います。 

【主な取組み】 

■企業訪問によるニーズや実態について調査・把握、情報提供の実施 

■市内金融機関との連携協定に基づく相互協力体制の推進 

■新規立地・工場増設・設備投資への支援 
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３ 企業誘致を推進します 

企業ニーズを的確に把握し、設備投資に要する経費への支援、事業所を設置する際に要する初期

費用の支援など、企業が操業しやすい環境を整備することで、多様な企業の誘致を推進します。 

【主な取組み】 

■新たな工業用地の検討・整備 

■新規立地・工場増設・設備投資への支援【再掲】 

■オフィスの立地に対する支援などによる、多様な業種・業態の企業誘致の推進 

４ 地場産業の振興を図ります 

高品質で付加価値のある産地固有商品の販路拡大を支援するため、関係機関と協力し、製品のＰ

Ｒ活動などを推進します。 

【主な取組み】 

■コーデュロイなど繊維製品のＰＲ活動への支援 

■地場産業に関する“ものづくり”の技術の伝承と人材の育成 

■ふるさと納税制度を活用した産地固有商品のＰＲ 

- 6 -



分野１ 産業・雇用・観光・移住定住 

基本施策 

３ 産業を担う人材の育成・就労の支援 

基本施策の方向 

子育て中の女性や高齢者、障がい者などの就労機会の拡大及び求職者への支援を行うととも

に、創業・起業及び起業後の経営安定化を図り、働きやすい環境整備を推進します。 

施策と主な取組み 

１ 求職者等就労支援体制を構築します 

ハローワークや静岡県などの関係機関と連携を強化するとともに、求職者と企業とのマッチン

グ機会や UIJ ターン就職の促進を図るフェアの開催等により、就労機会の充実を図ります。 

【主な取組み】 

■ＵＩＪターン就職の促進を図るフェアや面接会の実施 

■雇用対策連絡会議の定期開催 

■職業総合相談の実施 

２ 創業・起業を支援します 

市、商工会議所、商工会及び地域金融機関等で構成する「チャレンジサポーター磐田」を活用し、

専門家による創業相談やセミナーの開催など、創業前から創業後まで伴走型の支援を行います。 

【主な取組み】 

■創業初期の様々な相談に応じるワンストップ相談窓口や専門家による創業相談、就農及び第

二創業相談窓口を活用した創業支援 

■起業や起業家同士の交流を支援する「コワーキングスペース」の活用 

■女性の起業に向けた講座やフォローアップセミナー等、起業に必要な知識を学べる場の提供 

３ 若者・女性の就労を支援します 

市内で起業した経営者による小・中学校での授業や、高校生と市内企業との交流授業など、職業

観や市内企業に対する認知度・関心度を高める取組みを推進します。 

あわせて、オフィス立地に対する支援等により多種多様な就労先を確保するとともに、企業見学

会の開催やインターンシップ情報の発信などにより、UIJ ターン就職を促進します。 

【主な取組み】 

■就職フェアやパート面接会の開催及び就労支援講座やセミナーの実施 

■市内企業の認知度・関心度を高め、卒業後の就職を後押しする企業と高校生の交流授業の実

施 

■オフィスの立地に対する支援などによる、多様な業種・業態の企業誘致の推進【再掲】 
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４ 障がい者・高齢者の就労を支援します 

障がい者の自立や社会参加を促進するため、障がい者の一般就労への移行支援や面接会の開催

など、就労に向けた取組みを推進します。 

また、公益社団法人シルバー人材センターへの支援など、高齢者が働きやすい環境づくりを推進

します。 

【主な取組み】 

■障がい者の一般就労への移行支援や障がい者の就労継続の支援 

■静岡労働局との協定に基づく、障がい者の雇用対策の推進 

■障がい者福祉施設整備への支援 

■公益社団法人シルバー人材センターへの支援 
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分野１ 産業・雇用・観光・移住定住 

基本施策 

４ 交流人口の拡大と商業・サービス業の活性化

基本施策の方向 

交流人口の拡大を図るため、観光資源の情報発信を強化するとともに、市民や関係団体と連携

して、おもてなし環境の整備を進めます。また、中心市街地の魅力づくりや、やる気ある個人商

店主たちの取組みへの支援を行い、商業・サービス業の活性化を図ります。

施策と主な取組み 

１ 観光・交流を推進します 

SNS を活用した魅力的な情報発信を推進するとともに、観光協会や観光ボランティアガイドな

どとの連携を強化し、市内を訪れる観光交流客数の増加を図ります。 

【主な取組み】 

■市内の観光やレクリエーション施設などのＰＲ 

■既存の地域資源や観光資源の活用による魅力づくりの推進 

■磐田市観光協会への支援及び磐田市情報館・観光案内所での観光案内・情報提供の充実 

■全国規模の大会・イベントの誘致に伴う集客促進 

２ まちのにぎわいづくりを推進します 

「軽トラ市」などのイベント開催や既存商店・開業しようとする方への支援を通して、まちのに

ぎわいづくりを推進します。 

【主な取組み】 

■いわた駅前楽市（軽トラ市）開催及び拡大への支援 

■サービス業やオフィス業の誘致など商店街の活性化に対する支援の実施 

■磐田駅北口広場や今之浦公園などを活用したにぎわいの創出 

■豊かな自然や文化財などの歴史を活かしたまちの魅力発信 

３ やる気ある個店を支援します 

商店街の活性化を図るための企画やイベントへの支援など、やる気ある個店や取組みを支援し

ます。 

【主な取組み】 

■外部の専門家・アドバイザーなどを活用した事業者支援 

■若手商業者や新たな商店主組織の支援 

■地域の商店街や中心市街地の活性化に向けた取組みへの支援 
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分野１ 産業・雇用・観光・移住定住 

基本施策 

５ ブランド力の強化とシティプロモーションの推進

基本施策の方向 

本市が持つ様々な地域資源の魅力を高め、戦略的かつ効果的に発信することで、市民には誇り

と愛着の醸成を図り、市外の方には本市の魅力を積極的にＰＲすることで、市のイメージ確立及

びブランド化を目指します。

施策と主な取組み 

１ 情報発信力とブランド力の強化を図ります 

産業や自然・文化・歴史・スポーツなどの本市の魅力ある資源を活用したイベント等の開催や、

社会の変化やターゲットに合わせた SNS などの媒体による情報発信を通して、まちの魅力の向上

とブランド力の強化を図ります。 

【主な取組み】 

■社会の変化やターゲットに合わせた情報発信媒体の活用による情報の発信 

■市の魅力の戦略的・効果的な発信 

■磐田市公式 SNS のフォローやふるさと納税など、本市と多様な形で継続的に関わる「関係人

口」の創出や拡大の取組み 

２ イメージキャラクターの活用を促進します 

磐田市イメージキャラクター「しっぺい」を活用し、市内外に向けて本市の「知名度」と「イメ

ージ」の向上に取り組みます。 

【主な取組み】 

■「しっぺい」による本市の情報発信の推進（SNS・Web サイト・パンフレット等） 

■市内イベントへの積極的な出演やＰＲ活動に適した全国的なイベントへの参加 

■民間企業と連携したキャラクターデザインの利用促進 
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分野１ 産業・雇用・観光・移住定住 

基本施策 

６ 移住・定住の推進 

基本施策の方向 

市が持つ様々な魅力（観光資源、文化など）を市内外に戦略的かつ効果的に発信することで、

市民には「住み続けたい」「離れても戻ってきたい」と思ってもらえるよう、市外の方には磐田市

に関心を持ってもらえるよう、選ばれるまちづくりを推進します。

施策と主な取組み 

１ 移住・定住を支援します 

移住・定住を促進するため、移住・定住ＰＲサイト等を活用して本市の魅力・住みやすさなどの

様々な情報を市内外に発信・提供します。また、移住相談や空き家バンクなど、本市への移住・定

住希望者への支援を行うとともに、関係人口の創出や拡大の取組みを行います。 

【主な取組み】 

■鎌田第一土地区画整理事業の推進 

■中古建物リフォーム補助制度の推進 

■磐田市公式 SNS のフォローやふるさと納税など、本市と多様な形で継続的に関わる「関係人

口」の創出や拡大の取組み【再掲】 

■市の魅力の戦略的・効果的な発信【再掲】 

２ ＵＩＪターン就職を促進します 

ＵＩＪターン就職を促進するため、Ｕターン促進奨学金返済支援事業や市内企業のインターン

シップ情報の発信など、磐田市出身の方が戻ってくるきっかけづくりに取り組みます。 

また、業界・企業研究会の実施、転職・再就職フェアの開催など、市内企業と就職希望者をつな

ぐ取組みを推進します。 

【主な取組み】 

■学生を対象にした首都圏・中京圏等での市内企業による就職面接会、企業見学会の開催 

■市内企業への就職希望者・保護者向けセミナー・企業採用担当者向けセミナーの開催 

■ＵＩＪターン就職の促進を図るフェアや面接会の実施【再掲】 
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分野２ 自治・スポーツ・文化・歴史・共生 

この分野の施策体系 

基本施策１ コミュニティと市民活動の活性化 

１ 自治会活動への支援を行います 

２ 地域づくり協議会を中心とした地域活動の支援を行います 

３ 市民活動団体の育成と協働を進めます

基本施策２ スポーツの振興 

１ スポーツ機会の充実を図ります 

２ スポーツのまちづくりを推進します 

３ スポーツ施設等の整備を進めます

基本施策３ 文化の振興と歴史遺産の整備、活用 

１ 文化芸術活動の育成と支援を行います 

２ 文化・芸術に触れる機会の充実を図ります 

３ 文化施設の整備・充実を図ります 

４ 文化財の保全・整備・活用を進めます

基本施策４ 学習機会の充実 

１ 生涯学習活動を推進します 

２ 図書館の充実を図ります 

３ 大学を活用した学びの場を提供します 

基本施策５ 共生社会の確立 

１ 人権意識の啓発を行います 

２ 多文化共生、国際理解、国際交流を推進します 

３ 男女共同参画を推進します

- 13 -



現状と課題 

■人口減少や高齢者世帯の増加などにより、地域活動の担い手不足など地域力の低下が危惧されて

いることから、地域づくり協議会を中心に持続可能な地域活動の取組みを進めます。 

■市民があらゆるライフステージでスポーツに親しむことができる環境づくりに継続的に取り組み

ます。 

■本市の文化芸術の発展のため、（仮称）磐田市文化会館をはじめとした、文化施設のより効果的・

効率的な活用方法を検討していきます。 

■誰もが生涯にわたり、学び続けることができる環境を整備します。 

■性別や国籍、性的指向等に関わりなく、全ての人の人権が尊重され、自分らしく安心して暮らすこ

とができる環境づくりを推進します。 

この分野の方向性 

市民の主体的なまちづくりを推進するため、交流センターを拠点とした地域づくり協議会の活動を

支援します。 

また、市民が、生涯にわたり様々な知識や教養を身に付けるとともにスポーツに親しむことで心身

の健康づくりにつながる取組みを推進します。 

あわせて、これまで培ってきた歴史・文化の適切な保全・活用を図るとともに、人々の暮らしの中

で多様性に配慮した取組みを支援・促進します。 

この分野の指標・目標値 

分野２の指標・目標値は以下のとおりです。 

指標名 
現状 

(R2) 

目標値 

(R8) 
指標の定義 

自治会加入世帯数 55,334 世帯 56,000 世帯 自治会の加入世帯数 

市民活動団体登録数 141団体 150 団体 市民活動センターに登録している団体数 

公共スポーツ施設の 

利用者数 
808,441 人 

1,160,000 

人 
社会体育施設の利用者数／年 

文化・歴史に関する市の

施策に「満足」している

市民の割合 

64.0％ 70.0％ 
市民意識調査において「満足」「やや満足」

と回答した割合 

文化財関係施設への 

入館者数 
25,251 人 30,000 人 

旧見付学校・旧赤松家記念館・埋蔵文化財

センター・竜洋郷土資料館・豊岡農村民俗

資料館の入場者数の合計／年 

講演会等の実施回数 調査中 調整中 市が主催して実施する講演会等の回数 

積極的に育児をしている

父親の割合 
66.4％ 70.0％ 

健診アンケート（3歳・1歳 6か月）にお

いて、お父さんが育児を「よくやってい

る」と回答した割合 
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分野２ 自治・スポーツ・文化・歴史・共生 

基本施策 

１ コミュニティと市民活動の活性化 

基本施策の方向 

市民のまちづくりへの参画を推進するとともに、自らのまちは自らの手でつくるという意識の

もと、持続可能な地域活動を目指し、地域力の維持向上を図ります。

施策と主な取組み 

１ 自治会活動への支援を行います 

地域コミュニティ活動の基本となる自治会活動を引き続き支援し、住民同士の支え合い体制づ

くりを促進します。 

【主な取組み】 

■自治会への加入を促進するための地域活動や情報発信の充実 

■自治会活動や自治会公会堂整備などの支援 

２ 地域づくり協議会を中心とした地域活動の支援を行います 

自治会活動では補えない防犯、防災、福祉、青少年健全育成などの地域づくり協議会の活動に対

して、地域づくり応援一括交付金等で支援します。 

【主な取組み】 

■地域づくり協議会活動への支援 

■地域課題の把握や課題解決に向けた地域計画策定の支援 

■地域の特性を生かした地域づくり事業を行う団体への支援 

３ 市民活動団体の育成と協働を進めます 

市民活動団体に対する支援、情報提供、ネットワークづくりを推進し、「協働のまちづくり」を

さらに充実させた、多様な主体による協働、「総働」のまちづくりを目指します。 

【主な取組み】 

■磐田市協働のまちづくり推進条例の見直し 

■対話による合意形成などを促進するファシリテーターの育成 

■市民活動センターによる地域と市民活動団体との連携強化 
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分野２ 自治・スポーツ・文化・歴史・共生 

基本施策 

２ スポーツの振興 

基本施策の方向 

市民の誰もが、多様な形でスポーツに参画できる機会の充実と、スポーツ資源を活かしたまち

づくりを推進します。

施策と主な取組み 

１ スポーツ機会の充実を図ります 

市民がスポーツに親しむ機会や、トップレベルのスポーツを身近に感じる機会の充実を図るた

め、特定非営利活動法人磐田市スポーツ協会などの団体、企業や大学などと連携して、各種スポー

ツ事業を実施します。 

また、ウォーキングコースや公園などスポーツ施設以外の場所についても、スポーツに親しむこ

とができる場として利用を促進します。 

【主な取組み】 

■「いつでも」「どこでも」「だれにでも」取り組める運動プログラムの開発・普及促進 

■スポーツ施設以外でスポーツに親しむことができる場の紹介 

■各種スポーツ団体などと連携したスポーツ活動の推進 

２ スポーツのまちづくりを推進します 

ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦やジュビロ磐田メモリアルマラソンの開催など、プ

ロスポーツチームのホームタウンであることを活かした事業の実施や、国際的・全国的な大会の開

催やキャンプ地の誘致など、本市が有するスポーツ資源を活かしたまちづくりを推進します。 

【主な取組み】 

■ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦の実施 

■ジュビロ磐田メモリアルマラソンの開催支援 

■各スポーツの全国大会、国際大会及びスポーツイベントの開催支援 

３ スポーツ施設等の整備を進めます 

誰もが安心してスポーツを楽しむことができる環境をつくるため、スポーツ施設や学校体育施

設等の計画的な修繕や適切な管理運営を行います。 

【主な取組み】 

■スポーツ施設修繕計画の策定・推進 

■指定管理者制度を導入した施設の管理運営 
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分野２ 自治・スポーツ・文化・歴史・共生 

基本施策 

３ 文化の振興と歴史遺産の整備、活用 

基本施策の方向 

市民が文化・芸術に触れる機会を充実するとともに、市民の自主的、主体的な文化・芸術活動

への参加や、特色ある歴史遺産の保存と活用、文化の伝承を図ります。

施策と主な取組み 

１ 文化芸術活動の育成と支援を行います 

次代の文化芸術を担う青少年等の育成を図るため、子どもや親子を対象とした公演の開催や、小

中学校・高校の文化活動への支援など、「感動する心を育み継承する」事業を推進します。 

【主な取組み】 

■磐田市文化協会等の事業・運営や中学・高校の文化活動への支援 

■なぎの木金管バンド、アミューズ Jr.ブラス、豊岡 Jr.マーチングバンドなどの活動支援 

■磐田こどもミュージカルへの支援 

■ダンスエボリューションなど子どもや市民が積極的に参加できる事業の推進 

２ 文化・芸術に触れる機会の充実を図ります 

能や狂言などの伝統芸能や著名なアーティスト、オーケストラなど「ほんもの」に触れる機会と、

香りの博物館や新造形創造館における体験できる機会を提供します。これにより、多くの市民が優

れた文化芸術の創造・鑑賞・体験できる「感動のひとときをともにつくる」事業を推進します。 

【主な取組み】 

■文化芸術振興計画に基づく子ども向け公演や演劇、音楽などの鑑賞事業の推進 

■能・狂言やオーケストラなど「ほんもの」の公演の開催 

■香りの博物館や新造形創造館における体験講座の実施 

３ 文化施設の整備・充実を図ります 

市民が文化芸術活動をしやすい環境をつくるため、新たな文化芸術の拠点となる（仮称）磐田市

文化会館のより効果的・効率的な運営方法について検討するとともに、既存の文化施設の計画的な

修繕や適正な管理を推進します。 

【主な取組み】 

■（仮称）磐田市文化会館の整備及び活用の推進 

■既存の文化施設の適正な維持管理 
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４ 文化財の保全・整備・活用を進めます 

文化財の保護・継承のため、文化財や歴史的資料などの調査、保全及び整備を行うとともに、児

童生徒の学習にこれらを活用し、併せて市内外へ情報発信を行います。 

【主な取組み】 

■遠江国分寺跡の整備事業の推進 

■文化財や歴史的文書の調査、保存及び公開に向けた取組みの推進 

■旧見付学校等の文化財関係施設の整備に向けた保存活用計画の作成及び展示資料の充実 
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分野２ 自治・スポーツ・文化・歴史・共生 

基本施策 

４ 学習機会の充実 

基本施策の方向 

市民の自主的・継続的な学習活動を支援するとともに、学んだ成果を地域で生かすことができ

る仕組みの充実を図ります。また、関係する施設の適正な維持管理に取り組みます。

施策と主な取組み 

１ 生涯学習活動を推進します 

多様化するニーズに応えた学習機会の提供に努めるとともに、市民の主体的な学習活動を支援

し、学ぶ取組みを「まちづくり・人づくり」に生かします。 

【主な取組み】 

■交流センターを拠点とした地域づくりに関する講座の開設や学習活動への支援 

■静岡産業大学への冠講座の提供と大学と連携した市民講座の開設 

２ 図書館の充実を図ります 

読書活動や市民の主体的な学習を支援するため、資料の収集・提供・保存の充実に努め、関係機

関と連携した図書館サービスを展開します。 

【主な取組み】 

■地域資料のデジタル化や電子書籍サービスの推進 

■人と本を介し、相談・子育て支援・市民交流・学びの支援などの機能を備えた「ひと･ほんの

庭 にこっと」の運営 

■地域に開かれた「ながふじ図書館」の運営 

３ 大学を活用した学びの場を提供します 

大学が持つ知見や人材などの様々な資源や機能を活用し、学生や市民、企業等が学び続けること

ができる場を提供するとともに、大学と連携した事業を推進します。 

【主な取組み】 

■各種講座や地域連携事業の実施など、学びの拠点としての大学の活用 

■静岡産業大学への冠講座の提供と大学と連携した市民講座の開設【再掲】 

■静岡県立農林環境専門職大学及び関係機関と連携した「未来の農業」連携懇話会の推進 
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分野２ 自治・スポーツ・文化・歴史・共生 

基本施策 

５ 共生社会の確立 

基本施策の方向 

人権尊重の意識啓発に努めるとともに、市民一人ひとりがお互いを理解し、認め合い、誰もが

個性と能力を発揮できる共生社会を確立します。

施策と主な取組み 

１ 人権意識の啓発を行います 

すべての人の人権が尊重され、明るく生き生きと暮らせる地域社会をつくるため、人権に関する

講演会・講座の開催、相談事業などを実施することで、正しい理解を深めます。 

また、人々の暮らしの中にある偏見や差別の解消に取り組みます。 

【主な取組み】 

■人権教育の推進に関する講演会や講座の開催 

■人権相談などの人権擁護委員の活動支援 

２ 多文化共生、国際理解、国際交流を推進します 

磐田市多文化共生推進プランに基づき、日本人と外国人が互いの文化的な違いを認め合い、尊重

することで多文化共生社会のまちづくりを推進します。 

また、外国人市民に向けて日本語教室や学習支援、交流事業などを実施し、様々なニーズに対応

することで安心して暮らせる環境づくりに取り組みます。 

【主な取組み】 

■外国人市民の地域づくり活動への参加促進 

■多文化交流センターで学習支援や交流事業の実施 

■日本語能力が不足している外国人に対する日本語教室の実施 

■外国人情報窓口の多言語対応の充実 

３ 男女共同参画を推進します 

磐田市男女共同参画プランに基づき、性別に捉われず誰もが活躍できる社会の実現に向けて、市

民・事業所・市民活動団体・行政が協力して男女共同参画社会を目指します。 

【主な取組み】 

■企業や市役所におけるワーク・ライフ・バランスや女性活躍の推進 

■ジェンダー平等や性的マイノリティに対する理解の促進 

■審議会等における女性委員の登用推進 
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分野３ 子育て・教育 

この分野の施策体系 

基本施策１ 子ども・子育て支援の充実 

１ 子育て相談体制の充実を図ります 

２ 多様な子育てサービスの充実を図ります 

３ 幼児教育・保育環境の充実を図ります 

４ 支援を必要とする子どもや保護者を支える体制を整備します 

５ 子どもの発達支援ネットワークを構築します

基本施策２ 特色ある教育の推進 

１ 新時代の新たな学校づくりを推進します 

２ 「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実を図ります 

３ 学校給食の充実を図ります 

４ 児童生徒の安全・安心対策を推進します 

５ 体験を重視する教育を推進します

基本施策３ 子ども・若者の健全育成 

１ 家庭の教育力の向上を図ります 

２ 子どもや若者を健やかに育む地域づくりを進めます 

３ 高校や大学等との連携した若者の育成を推進します
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現状と課題 

■合計特殊出生率は、おおむね横ばいの傾向にあるため、安心して結婚・出産・子育てできる環境整

備を推進します。 

■特別な支援を要する児童生徒の増加や、不登校児童生徒の出現率の高まりが見られるため、保護

者に寄り添った支援や関係機関との連携体制を整えていきます。 

■ＩＣＴを活用し、主体的・対話的で深い学びを推進します。 

■市民意識調査では、青少年を育てる取組みが求められており、子ども・若者の健全育成についての

重要度が増しています。 

この分野の方向性 

次代を担う子どもたちが明るい希望や夢を持ち、たくましく育つまちを目指して、切れ目のない子

ども・子育て支援を推進します。 

また、個に応じたきめ細かな支援・指導の充実や、地域の資源を活用した教育活動を推進するなど、

子どもたちの「生きる力」を育む取組みを推進します。 

この分野の指標・目標値 

分野３の指標・目標値は以下のとおりです。 

指標名 
現状 

(R2) 

目標値 

(R8) 
指標の定義 

合計特殊出生率 
1.46 

(H30) 
調整中 

人口統計上の指標で、1人の女性が一生

に産む子どもの平均数 

出生数 1,093 人 調整中 年度内の出生数 

待機児童数ゼロの継続 
ゼロ 

（R3） 
ゼロ 

保育園等の入所待機児童数(毎年 4月 1

日現在) 

学校に対する満足度 88.6％ 90.0％ 

「学校が楽しい」「授業の内容がよく分か

る」「学校に相談できる人がいる」「ﾙ-ﾙを

守り協力する雰囲気がある」と答える児

童生徒の割合 

1,000 人当たりの 

不登校児童生徒数 
25 人 22 人 

年度間に連続又は断続して 30 日以上欠

席した児童生徒のうち、不登校を理由と

して計上された 1,000 人当たりの児童生

徒数 

GIGAスクール構想を 

活用した学びの充実度 
76％ 80％ 

コンピュータを使って自分の考えをまとめた

り、わかりやすく相手に伝えたりすることがで

きる児童生徒の割合（小学６年生、中学３年生） 

※現状値は中学３年生の割合 
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分野３ 子育て・教育 

基本施策 

１ 子ども・子育て支援の充実 

基本施策の方向 

妊娠や出産、子育てに対する不安や負担を解消し、安心して子どもを産み育てられる環境を整

備するため、相談体制の充実を図ります。 

また、子どもとその家族の状況に応じた、切れ目のない子ども・子育て支援を推進します。

施策と主な取組み 

１ 子育て相談体制の充実を図ります 

妊娠期から出産・子育て期に渡って安心して子育てができるよう、専門職やこども・若者相談セ

ンターでの相談対応など、切れ目のない相談体制を確保し、子育て家庭の状況に応じた相談窓口の

充実と悩みを抱える保護者や家庭に寄り添った支援を推進します。 

【主な取組み】 

■妊婦・乳幼児相談やこども・若者相談センター事業等の推進による相談機能の強化・充実 

■児童虐待やＤＶへの対応、若者相談など、総合的な相談支援を行う「こども・若者相談センタ

ー」の運営 

２ 多様な子育てサービスの充実を図ります 

子どもや保護者の不安解消を図るため、多様な保育サービスの提供をはじめ、子育て支援センタ

ー、ファミリーサポート、子育て相談員の派遣などのサービスを実施します。 

また、妊産婦健康診査や産後ケアなど、母子保健の充実を図るとともに、妊娠・出産・子育てに

関する情報提供を推進します。 

【主な取組み】 

■子育て支援センターが設置されていない地区における設置の検討・実施 

■妊産婦健康診査・産後ケアの推進 

■子育てアプリや子育て情報誌等による情報提供の推進 
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３ 幼児教育・保育環境の充実を図ります 

多様な保育ニーズに対応するため、「（仮）幼児教育・保育推進計画」に基づいた園の再編や保育

サービスの充実を図ります。 

また、公私立各園の連携を深める中で、全ての園における保育の質の向上を目指します。 

【主な取組み】 

■公立幼稚園・保育園の再編の検討・推進 

■保育士の資質を向上させる研修会等の充実 

■延長保育・病児保育・休日保育の実施 

４ 支援を必要とする子どもや保護者を支える体制を整備します 

支援を必要とする子どもや保護者が現在と未来に夢や希望をもって生活を送ることができるよ

う、子どもの貧困についての実態把握に努め、進学や将来の自立を促進する学習チャレンジ事業の

実施、就学援助費や児童扶養手当等の支給による経済的負担の軽減など、家庭状況に応じた、必要

かつきめ細やかな支援を行います。 

【主な取組み】 

■学習支援や教育相談を行い、高校等への進学を促進する学習チャレンジ支援事業の実施 

■子どもの貧困の実態把握と実態を踏まえた支援制度の充実 

■就学援助が必要な世帯に対する確実な支援 

５ 子どもの発達支援ネットワークを構築します 

発達に心配がある子ども及び家庭に対し、ライフステージに応じた支援を行うため、健康診査や

「子どものカルテ」システムの活用などにより相談体制の強化を図ることで、早期発見・早期対応

を推進し、関係機関が連携しながら就園・就学・就労までを視野に入れた一貫した支援体制の整備

を促進します。 

【主な取組み】 

■発達支援に関する相談体制の強化 

■就園・就学の支援から将来の就労までを視野に入れた、一貫した発達支援体制の整備 

■小中学校における特別支援教育の推進 
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分野３ 子育て・教育 

基本施策 

２ 特色ある教育の推進 

基本施策の方向 

夢や希望を持って生き生きと学ぶ児童生徒を育てるため、地域に根ざした特色ある学校づくり

を推進するとともに、教育内容の充実を図ります。

施策と主な取組み 

１ 新時代の新たな学校づくりを推進します 

学府一体校や地域と一体となった特色ある学校づくりをさらに進め、子ども・保護者・地域・教

員のつながりの深まりを目指した「新時代の新たな学校づくり」に取り組みます。 

また、ＩＣＴを活用した学習の充実を図ります。 

【主な取組み】 

■向陽学府一体校等の推進 

■学府の特色を生かした小中一貫教育の推進 

■コミュニティ・スクールの推進 

■英語を使ったコミュニケーション能力の育成 

■ＧＩＧＡスクール構想下における１人１台端末の活用 

２ 「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実を図ります 

一人ひとりを大切にした教育の充実に向けて、ふるさと先生制度の推進や教育支援センターの

運営、相談員配置等による居場所づくりといじめや不登校等への個別のニーズに対応した支援体

制の確立を進めます。 

【主な取組み】 

■きめ細かな指導を推進するための市費負担教員（ふるさと先生）の配置と研修体制の充実 

■磐田市教育支援センターにおける支援体制の充実 

■心の教室相談員配置等による居場所づくりの推進 
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３ 学校給食の充実を図ります 

給食を生きた教材として活用するとともに、安全で安心な給食の提供のため、施設の計画的な修

繕、効率的な運営や食物アレルギー対応を進めます。 

【主な取組み】 

■地場農産物の利用促進 

■食物アレルギー対応の推進 

■学校給食を活用した食育の推進 

■学校給食施設のあり方の検討 

４ 児童生徒の安全・安心対策を推進します 

学校施設の計画的な改修や長寿命化、自らの安全を確保するための判断力や行動力を育成する

教育の実施など、学校や家庭、地域、市が一丸となった子どもたちの生命・身体の安全確保を推進

します。 

【主な取組み】 

■施設更新計画に基づく校舎や屋内運動場などの計画的な改修・修繕 

■防災教育や交通安全教育等、児童生徒の安全意識を高める教育の推進 

■「学校危機管理マニュアル」等の評価と検証による危機管理体制の充実 

５ 体験を重視する教育を推進します 

「キャリア教育」や「自然や社会の現実に触れる体験を重視した教育」を推進し、子どもたちの

「生きる力」を育成します。 

【主な取組み】 

■ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦の実施【再掲】 

■小中学生の広島平和記念式典への派遣 

■小中学校でのキャリア教育・郷土や地域に関する教育等、体験を重視した教育の充実 
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分野３ 子育て・教育 

基本施策 

３ 子ども・若者の健全育成 

基本施策の方向 

次代を担う子どもや若者の健全育成を推進するため、家庭や学校、地域と連携し、地域ぐるみ

で青少年を育てる環境づくりを進めます。

施策と主な取組み 

１ 家庭の教育力の向上を図ります 

子どもたちの健やかな育ちを支えるため、子育てに関する講座や講演会の実施など、親を対象と

した育児や保育に関する学習機会の充実を図り、家庭の教育力の向上に取り組みます。 

【主な取組み】 

■親等を対象とした講座や教室の開催など学びの場の提供 

■子育てに関する講演会の開催等による啓発の推進 

２ 子どもや若者を健やかに育む地域づくりを進めます 

地域全体で子どもや若者を育てていくため、地域づくり協議会が行う活動や中学生地域リーダ

ー養成講座への参加を促し、活躍できる場を地域全体でつくるなど、青少年が健やかに成長する環

境づくりを推進します。 

また、放課後の子どもたちの居場所の確保に努めます。 

【主な取組み】 

■放課後児童クラブなど放課後の児童が安全・安心に過ごせる居場所の確保 

■地域ぐるみで子ども達を育てていく意識の啓発 

■青少年の見守り活動等で積極的な声掛けの推進 

３ 高校や大学等との連携した若者の育成を推進します 

将来のまちづくりを担う人材を育成するため、市内高校生を対象にした政策提案事業の実施な

ど、市内の高校や大学等と連携した取組みを進めます。 

【主な取組み】 

■市内高校生を対象にした政策提案事業の実施 

■静岡産業大学への本市の施策に関する講座の提供と大学と連携した市民講座の開設【再掲】 

■市内イベントへの学生ボランティアの活用 
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このページは白紙です 
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分野４ 健康・福祉 

この分野の施策体系 

基本施策１ 地域福祉の推進 

１ 地域福祉を担う人材を育成します 

２ ふれあい、支え合い、助け合いの仕組みづくりを進めます 

３ 自立した生活が送れるよう支援します

基本施策２ 高齢者福祉の充実 

１ 生きがいづくりと介護予防の充実を図ります 

２ 住み慣れた地域で暮らすための支援の充実を図ります 

３ 認知症施策を推進します 

４ 高齢者支援サービスの充実を図ります

基本施策３ 障がい児者福祉の充実 

１ 相互理解と社会参加を促進します 

２ 障がい福祉サービスの充実を図ります 

３ 障がい者雇用・就労を促進します

基本施策４ 健康づくりの推進 

１ 生活習慣病予防を推進します 

２ 健康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指します 

３ 感染症対策を推進します

基本施策５ 地域医療体制の充実 

１ 市立総合病院の機能の充実を図ります 

２ 地域医療連携体制の充実を図ります 

３ 災害時医療体制を充実・強化します 

４ 救急医療体制の充実を図ります

- 29 -



現状と課題 

■誰もが住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、地域における福祉活動の担い手となる

人材の育成や団体との連携、必要なサービスを受けることができる環境の整備を推進していきま

す。 

■元気な高齢者が増えていることから、高齢者の社会参加や生きがいづくりを促進していくことが

大切です。 

■健康寿命の延伸を図るため、健診の受診率向上や健康について気軽に相談できる場の確保、食育

の推進などの取組みを推進していくことが重要です。 

■感染症の拡大や災害時にも必要な医療を提供できるよう、体制の整備や充実を図ります。 

この分野の方向性 

誰もが住み慣れた地域で、健康で安心して暮らせるように、市民ニーズに対応した福祉サービスの

充実、地域で支え合う体制づくりや相談者の年齢や状況にかかわらず相談できる体制づくりを進める

とともに、疾病予防などのライフステージに応じた健康づくり、適切な医療サービスを受けられる地

域医療体制の充実を図ります。 

この分野の指標・目標値 

分野４の指標・目標値は以下のとおりです。 

指標名 
現状 

(R2) 

目標値 

(R8) 
指標の定義 

ボランティア活動への 

参加者数 
5,908 人 6,600 人 

ボランティア活動保険に加入した人数／

年 

就労している障がい者数 1,054 人 調整中 
課税状況調の納税義務者のうち、本人が

障害者控除を受けている人数 

75 歳から 84歳までの 

お達者な人の割合 
92.8％ 93.4％ 

対象年齢に占める元気で自立して暮らす

人の割合（要介護認定なし＋要介護１以

下） 

特定健康診査受診率 
44.9% 

(R1) 
60.0％ 

磐田市の国民健康保険加入者の特定健康

診査受診率 
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分野４ 健康・福祉 

基本施策 

１ 地域福祉の推進 

基本施策の方向 

市民一人ひとりが、いきいきと安心して暮らせるよう、地域におけるふれあい、支え合い、助

け合いの体制づくりを進めます。

施策と主な取組み 

１ 地域福祉を担う人材を育成します 

地域における福祉活動を推進するため、ボランティア活動の情報提供や活動への支援など、地域

福祉に関する広報活動や学習機会を充実し、市民一人ひとりの社会参加を促進するとともに、地域

福祉を担う人材の育成を進めます。 

【主な取組み】 

■磐田市社会福祉協議会、民生委員・児童委員など福祉団体等との連携の推進 

■ボランティア活動の情報提供や活動への支援 

■小・中学生の福祉体験の実施 

２ ふれあい、支え合い、助け合いの仕組みづくりを進めます 

地域住民とボランティア団体、事業者、行政などとの連携・協力により、高齢者の憩いの場づく

り、高齢者等見守りネットワーク、せいかつ応援倶楽部、子育てサロン等に取り組み、ふれあい・

支え合い・助け合いのネットワークづくりを進めます。 

【主な取組み】 

■ふれあいサロンなど高齢者の憩いの場づくり 

■高齢者等見守りネットワークの拡大 

■地域福祉活動への支援 

３ 自立した生活が送れるよう支援します 

多様な問題を抱え、生活に困窮する市民が自立し安定した生活ができるように、生活保護制度や

生活困窮者自立支援制度などによる支援を実施します。 

【主な取組み】 

■自立に向けた相談体制の充実や関係機関との連携強化 

■学習支援や教育相談を行い、高校等への進学を促進する学習チャレンジ支援事業の実施【再

掲】 

■生活困窮者の自立に向けた就労支援事業の実施 
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分野４ 健康・福祉 

基本施策 

２ 高齢者福祉の充実 

基本施策の方向 

高齢者ができる限り住み慣れた地域で、生きがいを持って安心して暮らし続けることができる

体制の整備を進めます。

施策と主な取組み 

１ 生きがいづくりと介護予防の充実を図ります 

高齢者が、いつまでもいきいきと自立した生活を送るため、老人クラブ活動やふれあいサロン活

動への支援などを行い、生きがいづくりや社会参加を推進します。 

【主な取組み】 

■介護予防・日常生活支援総合事業の実施  

■生きがいづくりと社会参加への支援 

■いきいき百歳体操や脳いきいき講座などの介護予防事業の実施 

■フレイルやロコモティブシンドロームを予防する取組みの推進 

２ 住み慣れた地域で暮らすための支援の充実を図ります 

住み慣れた地域で自分らしく生活できるよう、地域包括支援センターや関係機関との連携の強

化により医療と介護の連携を図るとともに、見守りをはじめとした生活支援と介護予防の基盤整

備の推進など地域における支え合い活動を推進します。 

【主な取組み】 

■地域包括ケアシステムの推進 

■通院や買い物などの移動手段の確保の検討 

■在宅介護推進のための家族介護の負担の軽減 
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３ 認知症施策を推進します 

認知症やその重症化を予防するため、市民の認知症に対する理解を深める取組みを推進すると

ともに、認知症の方とその家族を支援します。 

【主な取組み】 

■認知症サポーターの拡大及びチームオレンジの取組みの推進 

■家族介護者教室や認知症カフェなどによる認知症の方とその家族への支援 

■認知症高齢者等個人賠償責任保険事業の実施 

４ 高齢者支援サービスの充実を図ります 

高齢になってもできる限り介護を必要とせず、健康でいきいきとした生活が送れるよう介護予

防等のサービス提供を行うとともに、在宅生活を支えるサービスの提供を推進します。 

【主な取組み】 

■在宅福祉サービスによる高齢者の在宅生活の支援 

■介護保険による居宅サービス、地域密着型サービス、施設サービスの充実 

■介護人材の確保に向けた検討・実施 

- 34 -



分野４ 健康・福祉 

基本施策 

３ 障がい児者福祉の充実 

基本施策の方向 

障がいのある人が地域で安心して暮らせるように、障がいのある人もない人も共に認め合い、

支え合いながら生活できる環境づくりを進めます。

施策と主な取組み 

１ 相互理解と社会参加を促進します 

障がいに対する知識と、障がいのある人に対する理解を促進するため、市民の理解を深めるふれ

あい活動や交流活動を推進します。 

また、様々な活動の機会の提供や障がい者の居場所機能を有する「地域活動支援センター」の設

置検討など、障がいのある人の社会参加を支援します。 

【主な取組み】 

■磐田ふれあい作品展などの啓発活動の実施 

■いわたぬくまるマーケット（障がい者施設製品即売会）の開催 

２ 障がい福祉サービスの充実を図ります 

障がいのある人が、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、相談機能の強化や地域生活支援拠

点の設置検討を進めるとともに、障害福祉サービスなど、日常生活及び社会生活におけるニーズに

対応した細やかなサービス提供を推進します。 

【主な取組み】 

■磐田市障害者相談支援センターの機能強化 

■障がい者福祉施設整備への支援【再掲】 

■日常の生活を支援する自立支援給付や地域生活支援事業などのサービスの充実 

３ 障がい者雇用・就労を促進します 

障がいのある人の自立や社会参加を促進するため、就職面接会の開催や農業分野での就労を支

援する「磐田版農福連携」の検討・実施など、障がいのある人の適性に応じた就労を支援します。 

【主な取組み】 

■事業所、ハローワーク、障害者就業・生活支援センターなどの関係機関との連携強化 

■障がい者就労施設などからの物品等の調達及び物品の周知・啓発 

■「磐田版農福連携」の研究・検討 

- 35 -



分野４ 健康・福祉 

基本施策 

４ 健康づくりの推進 

基本施策の方向 

乳幼児期から高齢期まで、市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組めるよう支援しま

す。

施策と主な取組み 

１ 生活習慣病予防を推進します 

生活習慣病予防を推進するため、地域の特性に合わせた健康づくりを実施し、特定健診やがん検

診などの受診を勧め、生活習慣病などの予防・早期発見・早期治療につなげます。 

【主な取組み】 

■特定健康診査、がん等検診事業の推進 

■保健指導や健康相談の実施 

■フレイルやロコモティブシンドロームを予防する取組みの推進【再掲】 

２ 健康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指します 

健康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指し、生涯にわたる健康づくりを推進するため、子どもか

ら大人までライフステージに応じた健康づくりを家庭や幼稚園、こども園、保育園、学校、地域な

どと協働で実施します。 

【主な取組み】 

■地域の特性に合わせた健康づくりの実施 

■幼稚園、こども園、保育園、小・中学校での給食を活用した食育の推進 

■働き盛り世代に向け、企業や関係機関と連携した健康支援活動 

■生活習慣病や肥満予防を目的とした「バランスの取れた食事の摂取」の推進 

３ 感染症対策を推進します 

感染症の発生状況や予防対策などの情報発信をしていくとともに、予防接種法に基づく予防接

種を推進し、感染症対策に取組みます。 

【主な取組み】 

■感染症の発生状況や予防についての情報発信 

■感染症の予防及び感染拡大防止のための予防接種の推進 
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分野４ 健康・福祉 

基本施策 

５ 地域医療体制の充実 

基本施策の方向 

市民の生命を守り、住み慣れた地域で健やかに生活できるように、地域医療の確保や救急医療

体制の充実を図ります。

施策と主な取組み 

１ 市立総合病院の機能の充実を図ります 

市民に、より安全でより質の高い医療サービスを提供するため、医療スタッフなどの人材の確保

と市立総合病院の急性期医療機能の高度化を推進します。 

【主な取組み】 

■医師、看護師などの医療スタッフの充実 

■人材育成機能の充実・強化 

■市立総合病院の施設・設備の効率的な充実 

２ 地域医療連携体制の充実を図ります 

地域全体で効果的・効率的に医療を提供できるよう、地域医療連携体制の充実を進めます。 

【主な取組み】 

■「かかりつけ医」や福祉・介護施設等と市立総合病院との更なる連携の強化 

■住民、医療、行政の架け橋となる市民団体の活動支援 

３ 災害時医療体制を充実・強化します 

大規模災害時における医療提供体制を確保するため、医療資機材の計画的な配備・更新を推進す

るとともに、災害拠点病院として市立総合病院の災害時医療体制の充実・強化を図ります。 

【主な取組み】 

■食料・飲料水・医薬品などの応急用資機材の備蓄 

■災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の確実な運用 

■医療関係機関と連携した実践的で継続的な訓練の実施 
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４ 救急医療体制の充実を図ります 

市民が緊急時に必要な医療を受けることができるよう、磐田市急患センターの円滑な運営を図

るとともに、３次救急医療機関である市立総合病院との連携体制を強化します。また、市立総合病

院の救急診療体制を維持し、地域の救急医療体制の充実を図ります。 

【主な取組み】 

■磐田市医師会や磐田薬剤師会と連携した磐田市急患センターの運営 

■磐田市急患センターと市立総合病院との連携体制の強化 
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分野５ 防災・消防・安全安心 

この分野の施策体系 

基本施策１ 危機管理・防災対策の推進 

１ 危機管理体制を強化します 

２ 地域防災力の向上を図ります 

３ 風水害対策を推進します 

４ 大規模地震・津波対策を推進します 

５ 建築物などの耐震化を促進します 

６ 原子力防災対策を推進します

基本施策２ 消防・救急体制の充実 

１ 消防力の強化を図ります 

２ 火災予防を推進します 

３ 救急・救助体制の充実を図ります

基本施策３ 市民生活の安全・安心の確保 

１ 防犯活動等を推進します 

２ 交通安全対策を推進します 

３ 消費生活対策を推進します
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現状と課題 

■市民意識調査では、安全・安心に生活できる環境が重要視されており、この分野の重要度が高くな

っています。 

■被害を未然に防ぐ取組みと、災害被害を最小限に抑える取組み、被害を受けた後に迅速に復旧で

きる取組み、それぞれを確実に推進していきます。 

■市民の生命と財産を守るため、総合的な消防力の維持・強化に取り組みます。 

■犯罪を防ぐとともに、犯罪被害を受けた方を支援します。 

この分野の方向性 

市民の生命と財産を守るため、地震や豪雨等に対する防災・減災対策を推進するとともに、消防・

救急体制の充実を図ります。 

また、防犯や交通安全などの日常生活における対策を進め、市民が安全・安心に暮らせるまちを目

指します。 

この分野の指標・目標値 

分野５の指標・目標値は以下のとおりです。 

指標名 
現状 

(R2) 

目標値 

(R8) 
指標の定義 

地震・津波対策アクショ

ンプログラムの進捗率 
75％ 100％ 127 アクションの進捗率 

災害時における家族の安

否確認方法を決めている

率 

58.5% 70.0% 

家庭の防災点検アンケートにおいて、「家

族の安否を確認する手段を決めている」

と回答した世帯の割合 

住宅用火災警報器設置率 81％ 87％ 住宅用火災警報器の設置率 

交通事故件数（幼児、小学

生、中学生、高校生） 
138 件 80 件以下 

死亡または負傷を伴った交通事故の件数

/年 （幼児、小学生、中学生、高校生） 

交通事故件数（高齢者） 378 件 230 件以下 
死亡または負傷を伴った交通事故の件数

/年 （高齢者） 
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分野５ 防災・消防・安全安心 

基本施策 

１ 危機管理・防災対策の推進 

基本施策の方向 

自然災害のほか、様々な危機事象の発生に備えた危機管理体制の強化を図るとともに、地域防

災力の向上や防災・減災基盤の整備推進を図ります。

施策と主な取組み 

１ 危機管理体制を強化します 

自然災害、原子力災害及び感染症など、様々な危機事象に対応するため、効率的・効果的な組織

体制を構築するとともに、関係機関との連携を進め、危機管理体制を強化します。 

また、被害が発生した際における迅速な復旧・復興を図るため、被災地への職員派遣などを通じ、

災害対応力の増進を図ります。 

【主な取組み】 

■磐田市地域防災計画の推進 

■磐田市国土強靭化地域計画の推進 

■事業継続計画及び各種受援計画の策定推進 

■情報伝達手段の多重化・多様化の推進 

■被災地への職員派遣を通じた災害対応力の強化 

２ 地域防災力の向上を図ります 

市民に向けた防災意識の啓発や自主防災組織の支援、消防団の体制の整備などを進めることで、

防災体制を強化し、地域の防災力の向上を図ります。 

【主な取組み】 

■自主防災組織の支援 

■防災訓練の実施と防災意識の啓発  

■地域に向けた要配慮者情報の提供 
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３ 風水害対策を推進します 

風水害から生命・財産を守るため、適切な防災情報の提供やマイ・タイムラインの普及促進に取

り組みます。 

【主な取組み】 

■市民に向けた適切な防災情報の提供 

■マイ・タイムラインの普及促進 

■既存ポンプ場の更新・増設及び長寿命化の推進 

４ 大規模地震・津波対策を推進します 

津波による被害が想定される地域において、一人でも多くの生命・財産を守るため、海岸堤防の

整備を行うなど静岡県第４次地震被害想定のレベル２の津波に対応した地震・津波対策を推進し

ます。 

【主な取組み】 

■磐田市国土強靭化地域計画の推進【再掲】 

■地震・津波対策アクションプログラム掲載事業の推進 

■海岸堤防の早期整備 

■津波避難訓練の継続的な実施 

５ 建築物などの耐震化を促進します 

災害から市民の生命・財産を守るため、公共建築物・構造物の耐震補強を実施するとともに、民

間建築物などの耐震化や家庭内防災対策を支援します。 

【主な取組み】 

■公共建築物や橋梁等の耐震化の推進 

■木造住宅の耐震化への支援 

■家具の固定や防災ベッド購入、耐震シェルター設置補助など家庭内防災対策への支援 

■水道管・重要路線の下水道管路液状化対策の推進 

６ 原子力防災対策を推進します 

原子力災害に対する防災体制を強化するため、原子力防災訓練や広域避難を想定した訓練を実

施するほか、磐田市原子力災害広域避難計画の課題についての検討を進め、計画の実効性の確保に

努めます。 

【主な取組み】 

■原子力災害広域避難計画の課題についての検討 

■原子力防災資機材の整備 

■原子力防災訓練の実施 
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分野５ 防災・消防・安全安心 

基本施策 

２ 消防・救急体制の充実 

基本施策の方向 

市民の生命や財産を守るため、総合的な消防力の整備・充実を計画的に推進するとともに、多

様化する救急需要に対応するため、救急体制の充実を図ります。

施策と主な取組み 

１ 消防力の強化を図ります 

市民の生命・財産を守り、大規模化、複雑多様化する災害や事故に対応するため、総合的な消防

体制の強化を図ります。 

【主な取組み】 

■中東遠消防指令センターの指令システムの更新 

■消防車両や資機材の計画的な整備・更新及び貯水槽の耐震化 

■消防団の装備の充実と団員の確保、処遇の改善 

■消防施設（署所）整備個別計画の策定・推進 

２ 火災予防を推進します 

市民の防火意識の高揚を図るとともに、住宅用火災警報器の設置や維持管理、危険物の保安対策

を推進し、火災や危険物の事故などを未然に防ぎます。 

【主な取組み】 

■防火対象物への査察の継続・強化 

■住宅用火災警報器の設置促進などの火災予防対策の強化 

■幼年消防クラブなどの防火団体の育成 

３ 救急・救助体制の充実を図ります 

救急件数の増加や複雑多様化する救助需要に対応するため、人材の育成を推進するほか、車両及

び資機材の計画的な整備・更新を行い救急・救助体制の充実を図ります。 

【主な取組み】 

■救急救命士の養成  ■救助隊員の育成 

■救急・救助資機材の整備・充実 

■普通救命講習の推進 

■救急車の適正利用について理解を求める広報活動の継続実施 
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分野５ 防災・消防・安全安心 

基本施策 

３ 市民生活の安全・安心の確保 

基本施策の方向 

地域の自主的な防犯活動を支援し、市民の安全・安心を確保するともに、交通事故を未然に防

止するため、交通安全活動の推進や交通安全施設の整備を進めます。 

また、複雑化・高度化する消費者トラブルに対応するため、相談体制の充実を図り、消費者・

生活者の安心の確保に努めます。

施策と主な取組み 

１ 防犯活動等を推進します 

犯罪被害を防ぐため、不審者情報の発信や迷惑電話防止装置の普及を推進するとともに、防犯パ

トロールなどの自主的な防犯活動を支援します。  

また、犯罪被害を受けた方が平穏な生活に戻ることができるよう、磐田市犯罪被害者等支援条例

に基づき支援します。 

【主な取組み】 

■防犯パトロールや地域防犯活動への支援  ■市民に向けた振り込め詐欺などの注意喚起 

■犯罪被害者等への支援の実施 

２ 交通安全対策を推進します 

交通安全教室や交通安全運動を推進することで、市民の意識を高め悲惨な交通事故を減らしま

す。また、通学路などの交通安全施設を適切に整備するとともに、自動車急発進抑制装置の普及に

取り組みます。 

【主な取組み】 

■交通安全教室の実施  ■交通事故多発交差点などにおける交通安全施設の整備 

■関係機関との連携による通学路の点検・整備 

３ 消費生活対策を推進します 

消費生活相談体制の充実・強化を図るとともに、消費者の意識啓発や学習機会を充実すること

で、被害の未然防止や軽減を図ります。 

【主な取組み】 

■消費生活センターの機能の強化・充実  ■出前講座などによる意識啓発の実施 

■消費者協会の活動への支援 
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分野６ 都市基盤・環境 

この分野の施策体系 

基本施策１ 計画的な土地利用の推進 

１ 将来を見据え計画を策定し、推進します 

２ 景観に配慮したまちづくりを進めます 

３ 地籍調査を推進します

基本施策２ 公共交通体系と道路網の整備 

１ 道路の整備・維持管理を推進します 

２ 公共交通の充実を図ります 

３ 交通拠点の整備、充実を図ります

基本施策３ 良好な住環境の整備 

１ 良好な居住環境を創出します 

２ 安定した市営住宅の供給を推進します 

３ 公園の整備と緑化を推進します 

４ 空き家対策を推進します

基本施策４ 水道水の安定供給と下水道の整備 

１ 上下水道の経営基盤を強化します 

２ 水道施設の災害対策を推進します 

３ 下水道の未普及対策と施設の耐震化・長寿命化を推進します 

４ 合併処理浄化槽設置を推進します

基本施策５ 環境にやさしい社会の確立 

１ 地球温暖化対策を推進します 

２ 自然環境を保全します 

３ 快適な生活環境及び環境の保全を図ります 

４ 環境教育及び環境保全活動を推進します

基本施策６ 快適な生活環境の確保 

１ 地域社会の生活環境問題を改善します 

２ ごみの減量化を推進します 

３ ごみの資源化を推進します 

４ 廃棄物の適正な処理を推進します 

５ 火葬場及び霊園の整備と適正管理を推進します 

６ 愛玩動物の適正飼育を推進します
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現状と課題 

■都市計画マスタープラン等の計画を推進するため、企業ニーズの把握に努め、立地に向け柔軟に

対応していきます。 

■公共交通を取り巻く環境が厳しさを増す中、交通弱者の移動手段を確保するため、持続可能な公

共交通手段について検討します。 

■公園・道路の維持管理や水道水の安定供給などにより、誰もが安全に快適に住み続けられる住環

境を維持することが重要です。 

■カーボンニュートラルの実現に向けた具体的な取組みを推進します。 

この分野の方向性 

誰もが住みやすいまちづくりを目指し、日常生活を支える都市基盤である道路や上下水道を整備し

ます。また、暮らしの利便性の向上に向けて公共交通の充実を図ります。 

さらに、自然と人の共生を進めるため、自然環境の保全に努めるとともに、環境にやさしいライフ

スタイルや循環型社会の構築に向けた取組みを推進し、人と自然にやさしいまちを目指します。 

この分野の指標・目標値 

分野６の指標・目標値は以下のとおりです。 

指標名 
現状 

(R2) 

目標値 

(R8) 
指標の定義 

計画的な土地利用に「満

足」している市民の割合 
52.3％ 55.0％ 

市民意識調査において「満足」「やや満足」

と回答した割合 

主要幹線道路の整備率 79.0％ 86.0％ 主要幹線道路の実施済事業費／総事業費 

汚水処理人口普及率 90.9％ 95.0％ 

し尿・生活雑排水の処理人口 

（公共下水道＋農業集落排水＋合併処理

浄化槽）／住民基本台帳登録人口 

住宅用太陽光 

発電システムの導入件数 
6,990 件 9,000 件 

太陽光発電設備（10kw未満）導入件数（累

計） 

一人一日当たり 

ごみ排出量 
741g 704g 

一般廃棄物総排出量/365 日/人口 

ただし、資源集団回収量を含まない。 
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分野６ 都市基盤・環境 

基本施策 

１ 計画的な土地利用の推進 

基本施策の方向 

良好な環境の整備や保全に向けて、地域の特性に応じた土地の有効利用や良好な景観の形成を

推進します。

施策と主な取組み 

１ 将来を見据え計画を策定し、推進します 

快適で暮らしやすいまちづくりを進めるため計画的な土地利用を推進するとともに、秩序ある

土地利用の誘導を図ります。 

【主な取組み】 

■磐田市都市計画マスタープラン及び磐田市立地適正化計画の推進 

■都市計画法に基づく民間開発への適切な指導の実施 

■磐田市土地利用事業に関する指導要綱の適正な運用 

２ 景観に配慮したまちづくりを進めます 

地域共有の貴重な資源である自然、歴史、文化などを次世代に引き継いでいくため、磐田市景観

形成ガイドプランに基づき、景観に配慮したまちづくりを進めます。 

【主な取組み】 

■磐田市景観計画に基づく良好な景観形成への誘導 

■屋外広告物への適切な指導の実施 

■景観形成モデル事業の実施 

３ 地籍調査を推進します 

市内の地籍の明確化を図るため、地籍調査を計画的に進めます。 

【主な取組み】 

■地籍調査の実施（見付・掛塚・虫生・森本・森下・立野・長森・豊田西之島・池田・福田地区） 
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分野６ 都市基盤・環境 

基本施策 

２ 公共交通体系と道路網の整備 

基本施策の方向 

人や車両の円滑な移動と安全で快適な道路環境を維持し、鉄道やバスなど市民が利用しやすい

公共交通体系の確保・充実を図ります。

施策と主な取組み 

１ 道路の整備・維持管理を推進します 

広域圏の交通の円滑化と市域の交流・連携を高めるため、主要道路の整備を計画的に進めます。

また、道路や橋梁等の計画的な維持補修を進めるとともに、市民、団体、事業者などとの協働によ

る道路の維持管理を推進し、安全な交通環境の確保に努めます。 

【主な取組み】 

■主要道路の計画的な整備と道路施設の長寿命化の推進 

■まち美化パートナー制度を活用した協働による道路等の維持管理の実施 

２ 公共交通の充実を図ります 

市民の日常生活に必要な交通手段を確保するため、デマンド型乗合タクシーの利便性向上を含

む地域公共交通計画を策定し、持続可能な公共交通手段の確保に取り組みます。 

【主な取組み】 

■地域公共交通計画の策定 

■民間バス事業者や天竜浜名湖鉄道への支援 

■駐車場などの適正な維持管理の推進 

■ボランティア運送など新たな公共交通体系の研究 
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分野６ 都市基盤・環境 

基本施策 

３ 良好な住環境の整備 

基本施策の方向 

人口が減少する中で、優良な宅地の確保や空き家の利活用などを行うとともに、緑地の保全と

市民の緑化意識の高揚を図り、子育て世代や高齢者が安心して住み続けられる住環境と憩いの空

間づくりを進めます。

施策と主な取組み 

１ 良好な居住環境を創出します 

良好な住環境を整備し、移住・定住人口の増加を図るため、市街地整備を推進します。 

【主な取組み】 

■鎌田第一土地区画整理事業の推進【再掲】 

■個人施行による土地区画整理事業等の技術的援助 

２ 安定した市営住宅の供給を推進します 

市営住宅の快適な住環境の確保と長期的な活用を図るため、磐田市市営住宅長寿命化計画、磐田

市営住宅ストック再編計画に基づき、適切に維持管理を実施していきます。 

【主な取組み】 

■市営住宅の計画的な補修・修繕の実施 

■市営住宅の適正戸数の供給 

３ 公園の整備と緑化を推進します 

磐田市緑の基本計画に基づき、花いっぱいコンクールや緑化の推進を行い、市内の良好な緑地の

保全と緑化意識の高揚を図ります。 

また、公園施設長寿命化計画に基づく計画的な施設の更新等を進めるとともに、憩い空間、ふれ

あいの場、災害時の避難地としての機能を確保します。 

【主な取組み】 

■公園施設の計画的な更新等 

■公益財団法人静岡県グリーンバンクなどの事業を活用した緑化の推進 

■「磐田市緑化推進委員会」や「磐田市花の会」などの市民活動への支援 

■まち美化パートナー制度や公園愛護会などによる効率的な公園の維持管理の推進 
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４ 空き家対策を推進します 

市民生活の安全・安心の確保、住環境の改善及び良好な景観の維持を図るため、空き家の発生を

抑制するとともに、空き家の活用・流通を促進します。 

また、空き家解体費用の助成などにより、危険な空き家の除去を推進します。 

【主な取組み】 

■空き家バンクの運営 

■危険な空き家の除却の推進 

■中古建物リフォーム補助制度の推進【再掲】 
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分野６ 都市基盤・環境 

基本施策 

４ 水道水の安定供給と下水道の整備 

基本施策の方向 

安全な水を安定的に供給するとともに、快適な生活環境の確保と公共用水域の水質保全に資す

るために、上下水道施設の整備や災害対策を着実に進め、その機能を将来に渡って維持していき

ます。

施策と主な取組み 

１ 上下水道の経営基盤を強化します 

人口減少社会の到来等による水の需要減少が想定される中、効率的な業務運営に努め、健全で持

続可能な事業経営を目指し、経営基盤の強化を図ります。 

【主な取組み】 

■業務の民間委託など民間活力の導入による経費の節減 

■定期的な上下水道料金の見直し 

２ 水道施設の災害対策を推進します 

水道水の安定した供給を図るため、老朽化した管路の更新を計画的に進め、水道水の漏水・断水

事故の防止に努めます。 

また、施設・管路の耐震化を推進し、地震等の大規模災害時においても被害を防ぎ、市民生活へ

の影響を最小限にとどめる災害対策を推進します。 

【主な取組み】 

■老朽管の更新 

■管路の耐震化の推進 

■水道施設の計画的かつ効率的な維持管理と長寿命化の推進 
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３ 下水道の未普及対策と施設の耐震化・長寿命化を推進します 

衛生的で快適な生活環境を確保し、公共用水域の水質保全を図るため、公共下水道の計画的な整

備を推進するとともに、施設の耐震化や計画的かつ効率的な修繕による長寿命化を図ります。 

【主な取組み】 

■下水道の計画的な整備 

■下水道整備区域内の未接続世帯の早期接続推進 

■管路や施設の耐震化の推進 

■下水道施設の計画的かつ効率的な維持管理と長寿命化の推進 

４ 合併処理浄化槽設置を推進します 

公共下水道及び農業集落排水事業の区域外では、合併処理浄化槽の設置及びし尿単独処理浄化

槽から合併処理浄化槽への転換を支援していきます。 

【主な取組み】 

■合併処理浄化槽の設置に対する支援 
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分野６ 都市基盤・環境 

基本施策 

５ 環境にやさしい社会の確立 

基本施策の方向 

豊かな自然環境を守り、将来の世代に引き継ぐことができるよう、市・市民・事業者・関係機

関が一体となって、カーボンニュートラルの実現や環境保全に向けた取組みを推進します。

施策と主な取組み 

１ 地球温暖化対策を推進します 

地球温暖化の防止に向け、新エネルギー及び省エネルギー設備普及促進奨励金制度による再生

可能エネルギーのさらなる普及促進や、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定により、市

民・事業者・行政が一体となり、二酸化炭素排出量の実質ゼロ（カーボンニュートラル）を目指し

た取組みを推進します。 

【主な取組み】 

■住宅用太陽光発電システムなどの導入に対する支援 

■磐田市環境基本計画の見直し 

２ 自然環境を保全します 

本市の恵まれた自然環境を市民共通の財産として守り育て、将来世代に引き継ぐため、桶ケ谷沼

やひょうたん池等の自然環境の保全やベッコウトンボをはじめとした動植物の保護活動の推進に

取り組みます。 

【主な取組み】 

■桶ケ谷沼自然環境保全地域及び周辺の自然環境の保全 

■野生鳥獣被害の防止対策を行う市民への支援 

■桶ケ谷沼における市民との協働によるベッコウトンボ保護活動の推進 

３ 快適な生活環境及び環境の保全を図ります 

暮らしやすさが実感できる生活環境を目指し、大気・水質・土壌などの環境の保全を推進します。 

【主な取組み】 

■環境保全のための規制・指導・調査・啓発活動の推進 

■大気・水質・土壌などの生活環境を良好に保つための継続監視 
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４ 環境教育及び環境保全活動を推進します 

環境問題の解決や自然環境の保全のため、地球温暖化防止に関する啓発事業や自然観察教室の

開催などの環境教育を推進するとともに、市民や団体が行う環境保全活動を支援します。 

【主な取組み】 

■小学生を対象とした地球温暖化防止のための啓発事業の実施 

■桶ケ谷沼ビジターセンターでの自然観察教室などの開催 

■市民や団体が行う環境保全活動への支援 
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分野６ 都市基盤・環境 

基本施策 

６ 快適な生活環境の確保 

基本施策の方向 

市民が快適で安心して生活できる環境を維持するため、ごみの不法投棄対策やごみの排出抑

制、再利用や再資源化を進めるとともに、環境衛生関係施設の適正な維持管理等を推進します。

施策と主な取組み 

１ 地域社会の生活環境問題を改善します 

地域における生活環境問題の改善を図るため、パトロールの強化による不法投棄の防止や、市

民・関係機関と連携した環境美化活動を推進します。 

【主な取組み】 

■関係部署と連携したごみの不法投棄対策・土地の適切な管理の推進 

■市民・事業者・行政が一体となった環境美化活動の推進 

■磐田市迷惑防止条例を活用した意識啓発 

２ ごみの減量化を推進します 

ごみの正しい分別方法の周知や、食品ロスとプラスチックごみの削減に向けた取組みを推進し、

市民・事業者にごみ減量意識の啓発を図ります。 

【主な取組み】 

■食品ロスとプラスチックごみの削減に向けた取組みの推進 

■生ごみ堆肥化容器の普及推進 

■ごみ分別アプリ等を活用した意識啓発と情報提供 

３ ごみの資源化を推進します 

循環型社会の実現に向け、市民への３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）意識の啓発や資

源回収活動等を支援し、ごみの資源化を推進します。 

【主な取組み】 

■３Ｒ意識を啓発する事業の実施 

■資源ごみ回収拠点の整備 

■古紙等資源回収の推進とリサイクル団体への支援 
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４ 廃棄物の適正な処理を推進します 

廃棄物を適正に処理するため、効率的なごみ収集の実施、廃棄物処理施設の適正管理を進めま

す。 

【主な取組み】 

■民間活力を活用した効率的なごみ収集の実施 

■ごみ集積所設置等への支援 

■廃棄物処理施設の計画的な改修・修繕 

５ 火葬場及び霊園の整備と適正管理を推進します 

既存の火葬場及び霊園の適正な維持管理や、計画的な改修・修繕による長寿命化を推進するとと

もに、将来の安定的な運用を見据えた設備の充実策について検討を進めます。 

【主な取組み】 

■不用となった墓地の返還促進と有効活用 

■将来の安定的な運用を見据えた設備の充実策についての検討・推進 

■火葬場及び霊園の計画的な改修・修繕 

６ 愛玩動物の適正飼育を推進します 

飼い犬や飼い猫の適正飼育を推進するため、飼育マナーや狂犬病予防注射の接種等について飼

い主の意識向上を図るとともに、動物愛護思想の普及啓発を進めます。 

【主な取組み】 

■狂犬病の予防接種の徹底 

■飼い主のいない猫の不妊及び去勢手術を行う場合の支援 
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分野７ 行財政改革 

この分野の施策体系 

基本施策 1 効率的・効果的な行政運営の推進 

１ 市民参画を推進します 

２ 行政のＤＸを推進します 

３ 民間活力を活用します 

４ 広報機能の強化を図ります 

５ 計画的な公共施設の管理を行います 

６ 広域行政・広域連携の取組みを推進します

基本施策２ 持続可能な財政基盤の確立 

１ 市税などの自主財源の確保を図ります 

２ 公有財産の有効活用と積極的な財源の確保を進めます 

３ 健全で効果的な予算編成と執行を推進します

基本施策３ 機動的な組織体制の構築と人材の育成 

１ 行政施策、課題に対応した組織再編を行います 

２ 職員の資質向上と職場環境の整備を推進します
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現状と課題 

■市民サービスの向上や効率的・効果的な行政運営を推進するため、行政手続きのオンライン化な

どのＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）に取り組みます。 

■社会情勢の変化に柔軟に対応しながら持続可能なまちづくりを推進するため、自主財源や財政調

整基金残高の確保など、安定した財政基盤を確立していきます。 

■「安心できる市役所」を実現するため、様々な課題に柔軟に対応できる組織体制と職員の資質向上

を促進していきます。 

この分野の方向性 

持続可能な財政基盤の確立と効率的・効果的な行政運営や公共施設の長寿命化・適正な維持管理を

推進することにより、市民の視点に立った行財政運営、市民サービスの向上を目指します。 

この分野の指標・目標値 

分野７の指標・目標値は以下のとおりです。 

指標名 
現状 

(R2) 

目標値 

(R8) 
指標の定義 

市長と市民の 

対話の機会創出数 
３回 ８回 市長と市民の対話の場設置回数 

民間企業等との連携協定数 調査中 調整中 年度末における連携協定数 

起債残高（全会計） 1,007 億円 調整中 年度末における全会計の地方債残高 

個別施設計画の策定数 321 施設 398 施設 年度末における個別施設計画の策定数 

財政調整基金残高 73.7 憶円 
40 億円を 

下回らない 
年度末における財政調整基金残高 

「磐田市が住みやすい」

と答える市民の割合 
92.4％ 

93.0％ 

以上 

市民意識調査の「ずっと住み続けたい」・

「当分の間、住み続けたい」を合わせた割

合 
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分野７ 行財政改革 

基本施策 

１ 効率的・効果的な行政運営の推進 

基本施策の方向 

施策・事業を評価・検証し、継続的な進行管理を行うとともに、ＤＸや民間活力の活用の推進

等により、さらに効率的・効果的な行政運営を推進します。

施策と主な取組み 

１ 市民参画を推進します 

市民自治によるまちづくりを推進するため、市民が市政に参加できる機会を積極的に提供しま

す。 

【主な取組み】 

■市長と市民との対話の機会創出 

■パブリックコメント制度などの取組みの推進 

２ 行政のＤＸを推進します 

市民サービスの向上や行政事務の効率化を図るため、磐田市ＤＸ推進本部を中心に、行政手続き

のオンライン化やＡＩ・ＲＰＡの活用の拡大などを推進します。 

【主な取組み】 

■行政手続きのオンライン化の推進 

■マイナンバーカードの普及促進 

■ビッグデータの活用方法の検討・実施 

３ 民間活力を活用します 

効率的で効果的な行政サービスの提供を進めるため、民間事業者等の人材・ノウハウ・資金の積

極的な活用を推進します。 

【主な取組み】 

■指定管理者制度の推進 

■民営化や外部委託、ＰＦⅠなどの民間活力導入の推進 

■民間委託などの適正な管理 
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４ 広報機能の強化を図ります 

市民をはじめ多くの方の本市への関心を高めるため、市長が先頭に立ったトップセールスによ

り様々な情報を発信するほか、市政や市の魅力を、ＳＮＳなどのさまざまな情報媒体を活用し、分

かりやすく提供します。 

また、本市と多様な形で継続的に関わる「関係人口」の創出や拡大の取組みを推進します。 

【主な取組み】 

■社会の変化やターゲットに合わせた情報発信媒体の活用による情報の発信【再掲】 

■磐田市公式 SNS のフォローやふるさと納税など、本市と多様な形で継続的に関わる「関係人

口」の創出や拡大の取組み【再掲】 

■広報いわたやホームページの内容の充実 

５ 計画的な公共施設の管理を行います 

財政負担の平準化と施設の有効活用を図るため、市有施設の管理コストを把握し、計画的な維持

管理・更新を行います。 

【主な取組み】 

■磐田市公共施設等総合管理計画の推進 

■公共施設等の計画的な改修、長寿命化の推進 

■市役所本庁舎の計画的な改修、長寿命化の推進 

６ 広域行政・広域連携の取組みを推進します 

周辺の自治体だけでなく、連携可能な自治体との多様な枠組みにより、積極的な連携・協力体制

を構築し、行政課題の解決や効率的な行政運営を進めます。 

【主な取組み】 

■県域で行う後期高齢者医療や税の滞納整理事務などの推進 

■中遠広域事務組合でのごみ処理の推進 

■遠州広域行政推進会議の開催、課題の研究 
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分野７ 行財政改革 

基本施策 

２ 持続可能な財政基盤の確立 

基本施策の方向 

公平かつ適正な課税と自主財源の確保の取組みによる歳入の確保、計画的な予算の編成と効率

的で効果的な事業の執行などにより、しなやかな財政基盤の確立を目指します。

施策と主な取組み 

１ 市税などの自主財源の確保を図ります 

本市の主要な自主財源である市税収入を安定的に確保するため、収納方法の拡大の検討や債権

管理の推進を図るなど、受益者負担の適正化を進めます。 

【主な取組み】 

■適正な課税と債権管理の推進 

■使用料の定期的な見直しの実施 

■国民健康保険税・介護保険料の見直し 

２ 公有財産の有効活用と積極的な財源の確保を進めます 

市有財産を経営資源として捉え、適正な管理と有効活用を推進するとともに、将来に向けた財源

の確保に取り組みます。 

【主な取組み】 

■遊休未利用地の売却や有料広告等による収入の確保 

■公有財産の活用・再編・見直しの推進 

■ふるさと納税・企業版ふるさと納税制度の推進 

３ 健全で効果的な予算編成と執行を推進します 

市民のニーズを踏まえた計画的な予算の編成と執行により、健全で効果的な財政運営に努めま

す。 

【主な取組み】 

■しなやかな財政基盤づくり（財政調整基金の確保と、その他基金の適正な管理及び活用）の継

続 

■補助金の見直し 

■市債の適正な管理 
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分野７ 行財政改革 

基本施策 

３ 機動的な組織体制の構築と人材の育成 

基本施策の方向 

中長期的な政策・施策の推進や直面する行政課題に的確に対応する機動的な組織体制の構築を

図るとともに、市民サービスの向上に向け、職員一人ひとりの資質の向上や意識改革を進めま

す。

施策と主な取組み 

１ 行政施策、課題に対応した組織再編を行います 

多様化・複雑化する行政課題に迅速かつ適切に対応するため、組織横断的なプロジェクトチーム

の編成や地域おこし協力隊等の外部人材の活用など、新たな視点を持ち、効率的かつ効果的な施策

推進ができる組織づくりに取り組みます。 

【主な取組み】 

■専門職や民間企業出身者の活用 

■プロジェクトチームの編成など組織横断的な連携体制の推進 

■地域活性化のための支所機能の強化 

■新たな磐田市職員配置方針の策定及び推進 

２ 職員の資質向上と職場環境の整備を推進します 

自ら学び続け、時代の変化にしなやかに対応できる職員を育成するため、磐田市人材育成基本方

針に基づいた取組みとコンプライアンスの徹底を推進します。 

また、職員の働き方に対する意識改革を促し、ワーク・ライフ・バランスの充実した働きやすい

職場環境づくりを進めます。 

【主な取組み】 

■磐田市人材育成基本方針及び人事評価制度を活用した人材の育成 

■コンプライアンスの徹底 

■テレワークの推進 
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